
大阪情報コンピュータ専門学校 授業シラバス（2020年度） 

専門分野区分 情報処理基礎 科  目  名 システム開発基礎 科目コード T1020E1 

配 当 期 前期 ・ 後期 ・ 通年 授業実施形態 通常 ・ 集中 単 位 数 2 単位 

担当教員名 辻本 佳紀 履修グループ 1E(SP) 授業方法 講義 

実 務 経  験 

の   内   容 

某銀行にて、金融システムの開発および運用業務を3年間行った。その経験を活かし、システムの開発にお

ける一連の流れと各工程の実際の手順について講義する。 

学習一般目標 

企業にとって利益を追求していくことは必須要件です。社会が混沌とし先行きが全く読めない状況のなか

で、企業活動を全面的にサポートしかつ企業の存続をも左右する情報処理システムを設計・開発する情報処

理技術者の役割はますます重要になってきています。この科目では、システム開発手法のベースとなってい

るウォータフォールモデルの開発プロセスを中心に学習します。開発の流れや、各フェーズでの作業内容、

設計に必要な基本的開発技法を修得することを目標とします。 

予定では、第8週までにシステム設計の基本的用語及び設計方法の基礎を理解します。第9週目よりウォ

ータフォールモデルを演習し理解を深めます。その後、その他開発手法の基本に触れてみます。 

授業の概要 

および学習上

の  助  言 

この科目は週１回の講義を基本として実施します。内容はシステム開発全体の流れを学習するものです

が、実務経験がないとなかなかイメージするのが難しい内容です。そのため、各プロセスをできるだけイメ

ージしてもらうために参考書である効果的プログラム開発技法やプリントを配布し説明するとともに、DFD・

HIPO・決定表・モジュール分割などの基本的な開発技法については演習問題で理解を深めます。また基本情

報技術者試験の問題を利用して学習内容を確認していきます。各段階での知識定着の確認は授業中に実施す

る小テストや理解度テストで行います。 

授業修了時点で、ウォータフォールモデルの開発プロセスの概要や用語をマスターできるようにします。 

また、次年度に履修予定の「プログラム設計」，「システム開発演習I」科目の基礎的事項を習得します。 

教科書および

参 考 書 

教科書：「IT戦略とマネジメント」（第4部）  

参考書： 効果的プログラム開発技法 第5版  國友 義久著（近代科学社） 

参考書： ニュースペックテキスト 基本情報技術者 （TAC出版） 

別途参考資料としてプリントを配布します。 

履修に必要な 

予備知識や 

技    能 

特にないが、11週目以降に仕様書作成を行う。その時に文書を書くことが増えるため1年前期に開講されている日本語

表現法で学習したことを思い出しながら取り組んでほしい。 

使 用 機 器 特になし。 

使用ソフト 
特になし。 

学習到達目標 

学部DP(番号表記) 学生が達成すべき行動目標 

1 ウォータフォールモデルを中心としたシステム開発手法の種類とその概要について説明できる。 

1 ウォータフォールモデルの各プロセスの概要と入出力について説明できる。 

1 基礎的なDFD・HIPOなどを作成することができる。 

1 モジュール分割技法の種類と内容、モジュール独立性の評価方法について説明できる。 

1 テストの種類とその内容について説明できる。 

5 授業での演習や予習・復習など．積極的に授業に取組むことができる。 



 

 

達成度評価 

評価方法 試験 クイズ 

小テスト 

レポート 

 

成果発表 

(口頭・実技) 

 

作品 ポート

フォリ

オ 

その他 

 

合計 

 

総合評価割合 40 20 20    20 100 

 

 

 

学 

部 

D 

P 

1.知識・理解 40 20 20     80 

2.思考・判断         

3.態度         

4.技能・表現         

5.関心・意欲       20 20 

評価の要点 

評価方法 評価の実施方法と注意点 

試験 

基本情報技術者試験の午前問題を中心に出題する。 

クイズ 

小テスト 

適宜、小テストを実施する 

レポート 

 

レポート課題を予定している 

成果発表 

(口頭・実技) 

 

作品 

 

ポートフォリオ 

 

その他 

授業への出席や授業態度等を含め総合的に判断する 

 

  



授業明細表 

回数／日付 学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習) 

第1週 

  / 

イントロ 

 システム開発技術とは 

 本科目の目的・全体の概要など 

講義  

第2週 

  / 

システム開発プロセスの説明(P.183-192) 

 システム開発プロセスの概要 

 システム要件定義プロセス 

 システム方式設定プロセス 

 実装プロセス 

 システム結合プロセス 

 システム適格性確認テストプロセス 

 システム導入プロセス 

 システム受け入れ支援プロセス 

講義  

第3週 

  / 

講義  

第4週 

  / 

講義  

第5週 

  / 

ソフトウェア実装プロセスの説明(P.193-213) 

 ソフトウェア実装プロセスの概要 

 ソフトウェア要件定義プロセス 

 ソフトウェア方式設計プロセス 

 ソフトウェア詳細設計プロセス 

 ソフトウェア構築プロセス 

 ソフトウェア結合プロセス 

 ソフトウェア適格性確認テストプロセス 

 ソフトウェア導入/受入れ支援プロセス 

講義  

第6週 

  / 

講義  

第7週 

  / 

講義  

第8週 

  / 

保守廃棄プロセスの説明(P.214-217) 講義  

第9週 

  / 

9週目：理解度テストを実施。 

理解度テストの後に，ソフトウェア開発技術

の説明(P.218-219)ウォータフォールモデルの

みを扱う。 

  (アジャイル以降は第14週で行います) 

ウォータフォールモデルの各プロセスについて

具体的に学習する 

講義 8 週までの範囲の理解を確

認するために理解度確認

テストを実施します。 

第10週 

  / 

講義  

第11週 

  / 

ソフトウェア設計手法の説明(P.224-226) 

 ウォータフォールモデルの仕様書を書いてみる 

 構造化設計を行う(HIPO等)。 

 DFD図を書いてみる 

 機能分割などを行ってみる 

 簡単な設計を体験することを目的とする 

講義・演習  

第12週 

  / 

講義・演習  

第13週 

  / 

講義・演習  

第14週 

  / 

その他ソフトウェア開発技術の概要説明 

 ウォータフォールモデル以外(P.220-223) 

オブジェクト指向設計(P.227-232) 

システム開発環境他(P.233-241) 

講義  

第15週 

  / 

講義  

 


